
２０２４年４月１８日（木）

１８時３０分～２０時３０分

＠オンライン（ＺＯＯＭミーティング）

日本福祉大学

実務家教員 鹿見勇輔
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２０２４年度
広島県介護支援専門員協会

広島市南区ブロック
第１回ケアマネジメント研究会

地域包括ケアを推進する専門職育成のための教育プログラムの開発・試行・評価
－介護支援専門員として習得しておきたいファシリテーションスキル－



本日（４／１８）の流れと内容
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１８：３０～１８：３５ １．研究会発足の趣旨説明

１８：３５～１９：３０ ２．事例発表支援

１９：３０～２０：００ ３．ケース教材の開発

２０：００～２０：２０ ４．意見交換

２０：２０～２０：３０ ５．今後の予定



１．研究会発足の趣旨説明
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ファシリテーション技術を習得するための
参加型事例検討会の開催と効果測定

介護支援専門員が地域の介護支援専門員を
継続的に指導ができる機会の確保と
教育目標の含まれたケース教材の開発

指導者としての介護支援専門員の能力
（知識、技術、人間力等）の整理と

介護支援専門員が目指すべき目標の設定



２．事例発表支援
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【事例提供者】
いでしたケアプランセンター広島南

久保 恵 氏

【事例の内容】

１．テーマ

２．はじめに

３．事例の紹介

１）利用者（基本情報、既往歴、生活歴、経済状況、家族構成、関係機関）

２）その他

４．支援経過

５．考察

６．おわりに



事例発表支援計画案
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２０２４年５月 事例提供者の事例に対する思い・考えを共有

２０２４年６月
事例の切り口（見方）を発想の転換
事例発表資料をゼロからやり直し（するくらいの気持ち・・・）

２０２４年７月～８月
事例発表資料の意見交換（具体的な代替案を提案）
事例発表資料完成！！（ないものねだりはしない）

２０２４年９月 事例発表用パワーポイント資料完成！！（見せ方が大切）

２０２４年１０月 ケアマネジメント研究会にてプレ事例発表（会員全員で応援）

２０２４年１１月頃 広島市域居宅介護支援事業者協議会事例発表会

２０２５年１月 日本ケアマネジメント学会への演題登録＆抄録原稿完成（任意）

２０２５年２月 事例（質的）研究を学ぶ

２０２５年３月 事例研究用パワーポイント資料完成！！

２０２５年４月 南ケアマネット連絡会にてプレ事例研究発表

２０２５年６月頃 日本ケアマネジメント学会にて事例研究発表（任意）



３．ケース教材の開発
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Ｎо． 年度（作成年月日） タイトル 原著者

１
2018 年度

（2018年11月29日）
もう困ってないから、帰ってください！！ 鹿見勇輔

２
2019年度

（2019年12月1日）
ケアマネジャーに何ができるのですか？ 岡田健

３
2020年度

（2021年1月8日）
管理者・竹内則夫の悩み 荒井直之

４
2021年度

（2021年12月15日）
主任介護支援専門員・森田の葛藤～普通の
事例検討会にしたい～

森崎夕希子

５
2022年度

（2023年1月6日）
福祉の世界で佐々木が見失ったもの 信田章行

６
2023年度

（2024年1月20日）
いつでも行きますから 水口美保

７ 2024年度 （未定） 竹内美菜



ケース教材（案）
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○介護支援専門員が直面した困難（苦悩）事例とする。

⇒参加型事例検討会の受講者が修羅場を疑似体験で
きる。

○誰もが経験したことのある（ような）一般的な事例とす
る。

⇒特殊なケースより、普遍的なケースの方が長期間の
使用が可能である。

○指導者（管理者、主任介護支援専門員等）が、介護支
援専門員に学んでほしい内容を盛り込んだ事例とする。

⇒指導者が意図的に（根拠のある、自信を持って）指導
ができる。ファシリテーション技術が向上する。



ケース教材の検討目的（案）
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ケース内容の深化
結論の追求
方法論の伝授 等

ないものねだりをしない
現実を受け止める
課題の明確化 等



４．意見交換
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５．今後の予定
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※通常：１８時３０分～２０時３０分。拡大：１３時００分～１５時３０分。
※予定は変更する場合があります。

第２回 ５月１６日（木） 第８回 １１月２１日（木）

第３回 ６月２０日（木） 第９回 １２月１９日（木）

第４回 ７月１８日（木） 拡大 １月２３日（木）

第５回 ８月２２日（木） 第１０回 ２月２０日（木）

第６回 ９月１９日（木） 第１１回 ３月２０日（木）

第７回 １０月１７日（木）
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